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注意点 
・従来通りの国語・算数・社会・理科の４教科入試と、4 教科に英語を加えた５教科入試を実施します。 

・4 教科入試同様に５教科入試にも定員を設けます。 

・英語の筆記試験（45 分・英検３級～英検２級レベル）には基準点を設けます。 

・5教科入試が不合格だった場合、英語の試験を除いた4教科の合格基準に達していれば4教科で合格とします。 

・第１回・第２回は同傾向です。 

 

教科と配点  

【第１回・第２回】 
国語４５分・１００点  算数４５分・１００点  社会４０分・７５点  理科４０分・７５点 （４教科計３５０点満点） 

・4 教科＋英語 45 分・100 点（5 教科計 450 点満点） 

 

【課題作文試験】 
簡易な適性検査型課題作文（人文社会系４５分・１００点、理数系４５分・１００点）   

面接５分～１０分 

 

4 教科（国語・算数・社会・理科）の傾向 

・基礎基本を重視した出題で、受験者平均点を６０％弱に設定して作問をしています。 

・特定教科による足切り点などはありません。合計点で判定します。ただし、平均点が６０％弱、ボーダーラインがそ

れより１０％程度高いことが予想されますので、極端な苦手科目があるとボーダーラインに届きにくくなります。 

           

出題傾向 

国語（４５分 １００点） 大問３題 

 

１．漢字  第１回、２回とも問一は今年同様「書き取り」の問題。問二は漢字の成分や成り立ちを意識して学習してお

くとよい。加えて、これまで通り、物語的文章または説明的文章の中で一～二題の「書き取り」問題を予定している。 

２．説明的文章  一般書・新書などから出題する。漢字、接続詞、段落、内容理解、本文に対する意見や具体例

を考える問題など。漢字も含めて記述式と選択式の解答。要約力、文章構造も問う。文意を丁寧に追っていけば

確実に取れる問題である。 

３．物語的文章  ここ数年出題した作家と同傾向で出題。これまで出題した作家であることもあり得る。これまで出

題した作家は宮沢賢治、小川未明、坪田譲治、太宰治、有島武郎、芥川龍之介、志賀直哉、井伏鱒二、川端康

成、新美南吉など。場面・情景・心情などをていねいに出題する。また、自分で本文から類推する問題、比喩・オノ

マトペ・慣用句など表現に関する問題も出題する。 

 

※記述式の問題について。指示語の指示内容・接続詞・理由説明・心情説明など、国語のテストでよく目にするも

ので、字数指定がある、解答の説明文の空欄にあてはまるように書くなどの形式。文章全体を要約するような問題、

内容に対しての自分の意見を書くような問題も出題する。字数についてはおおむね例年通り。 

 

算数（４５分 １００点） 大問７題 

 

１．小問集合（計算問題など） ２.～４．中問  ５.～７. 大問 

※ 特定の分野だけを深く勉強するのではなく、広く勉強してほしいので、様々な分野から出題する。 

※ 途中の式や考え方を記入する問題を出題している。 

※ 「答に至る理由や考え方そのものを、文章で表現する問題」を出題している。（記述量は 2 行程度） 

 

社会（４０分 ７５点） 大問３題 

１．歴史分野［日本の歴史］ ２．地理分野［日本の地理］ ３．公民分野［政治・経済］ 

※各分野において、グラフ・表・図・地図などの資料から読み取る問題も出題する。また、新聞・テレビなどでよく報

道されている内容も出題の対象としている。 

※漢字指定で解答する用語問題は、漢字で正しく書かないと不正解となる。 

※分野によっては、１５～５０字程度の説明問題を出題している。ポイントを押さえてわかりやすく説明することが大切

である。 
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理科（４０分 ７５点） 大問４題 

 

１．生物分野 ２．地学分野 ３．化学分野 ４．物理分野 

※単なる知識だけではなく、思考力・計算力も問う。簡単な記述問題もある。また、総合的な内容もこれまで通り出

題するので、身近な現象・エネルギー・環境などにも関心を持ちながら、各分野バランスよく学習することが求めら

れる。 

 

英語（４５分 １００点） 

 

１．リスニング（配点 40 点) 

①２人の会話を聞き、その内容に関する質問に答えます。問題数は 14 題です。音声は１回のみ放送します。問題

のレベルと音声のスピードは、実用英語技能検定３級から準２級のリスニング相当です。 

②短い英文を聞き、その内容に関する質問に答えます。問題数は 6 題です。音声は１回のみ放送します。問題のレ

ベルと音声のスピードは、実用英語技能検定２級のリスニング相当です。 

 

２．リーディング(配点 40 点) 

英文を読み、その内容に関する質問に答えます。もしくは、内容に関する文を完成させる問題を出題します。大問

数は 2～3 題です。語数は 200〜350 語程度で、英文のレベルは、実用英語技能検定３級から２級相当です。図や

表を用いた問題を出題することもあります。 

 

・ライティング(配点 20 点) 

提示された質問文に対するあなたの意見とその理由を２つ書く問題です。語数は 50〜60 語で、1 題のみの出題で

す。問題文の理解、単語数、つづり・文法、構成・内容を基準に採点します。 

 

 

課題作文（４５分×２種類） 

 
課題作文  人文社会系・・・  ４５分  全問合計で２５０～４００字程度 

        理数系    ・・・    ４５分  全問合計で２００～４００字程度 

※いずれも簡易な適性検査型課題作文で、文章の他に表・グラフ・図などの資料を参照しながら解答する問題も

含まれる。 

※面接（５～１０分程度）の設問は、日常生活や興味・関心など、とくに事前の対策をしなくても答えられる内容であ

る。 
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国語 
 

・全体を通して 

 大問構成は一回・二回入試ともに同じように出題しました。2020 年度までは大問二で小説文、大問三で

説明文の順番で出題しておりましたが、2021 年度から二で説明文、三で小説文を出題しています。2026 年

度も 2021 年度以降の傾向で出題しますので、過去問題で傾向を知り対策を立ててください。 
 漢字の問題に変化がありました。2022 年度までは音記号を用いた問題が例年出題されていましたが、

2024 年度では、同音異義語を意味から推測して書く問題（②）になりました。しかし、問われていること

はこれまでと変わらず、成分や成り立ちを意識した漢字の理解が出来ているか否かです。これまで通り、

漢字の部首や音記号などを普段から注意深く見ておくようにすると、漢字が覚えやすくなり、覚えた漢字

の数も増えていくでしょう。 
 また、小説・説明文合わせて 140 字程度の記述問題が出題されています。本文に書かれている言葉を単

につなぎ合わせるだけでは適切な答案は書けません。本文の内容を自分の言葉で捉えなおして、筆者は何

を言おうとしているのかと考えてみる練習が、ふだんから必要となるでしょう。そして、筆者の主張を読

みとくだけではなく、その主張についてどのように考えるのか、自分なりの問題意識を持ってほしいと思

います。 
 
・差のついた問題について 

 

 合格者と不合格者の差がついている問題は、①漢字、②説明文の傍線部の内容を答える問題、③小説を

読んで作者の他の作品と異なる点を見つける問題、④小説を読んで作者の他の作品との類似点を見つけて、

それを考えて書く問題です。 
 
① 漢字では、書き取り問題 4 題（一回一の問一）のうちの 3 題が 15％前後の差がついています。なかで

も、4 問目の「『奥の細道』はキコウ文だ」は合否差が 19％ともっとも高く出ています。書き取りの練習だ

けではなく、読書や問題演習で出会った語句の意味を調べ、我が物とする貪欲さが求められています。な

お、昨年度からの新しい出題方法だった問二（一回・二回両方）では大きな差は出なかったものの、合格

者の正答率は 90％超となっており、同音異義語への対策の必要性を感じる結果となりました。 
② 説明文では、傍線部の内容を考える問題で合否差が 19％と高く出ました。「『元に戻す』とはどのよう

な状況に戻すことだと考えられるか」というもので、傍線部の言い換えを問うています。本文の言葉をそ

のまま理解するだけでなく、自分の言葉で内容を組み立て直してみたり、身近な出来事に置き換えるなど、

普段から練習を積んでおくとよいでしょう。 
③ 小説では、本文を読んで作者の他の作品と異なる点を見つける問題で％となりました。問題文で生徒

の会話が展開され、そのなかの空欄を埋める形式で出題されましたが、この手の問題は最近では頻出とな

っています。会話を読んで主旨をつかむことはもちろん、問題で何を問われているかを見落としがちにな

るので、焦らず冷静に読み込む力が求められます。 
④ 20字の記述問題で、「本文の作品と似たテーマの作品から考察すると、作者はどのような考えを持って

いると考えられるか」という内容でした。少しひねった問い、また記述問題ということもあって苦戦しそ

うな感じがしますが、前の問題（③で記述した問題）で異なる点は問うていました。よってこの問題はそ

の逆ということになります。小説を多面的に読解する取り組みは、探究的な思考に通じるものがあります。

気持ちに寄り添う読解も重要ですが、小説を分析する視点を持つことは、中学生での学習に繋がる重要な

読解能力を育むことになります。ぜひ、過去問対策を通じて、様々な形式に対応できる読解能力を身につ

けてほしいと思います。 
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①漢字の書き取り問題（第一回 一の問一④）    ②説明文の傍線部の内容を答える問題（第一回 

二の問三） 
 

 

 
解答 ① 紀行                     解答 ② エ 
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③小説を読んで作者の他の作品と異なる点を見つける問題、（第一回 三の問七） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
解答 エ 
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④小説を読んで作者の他の作品との類似点を見つけて、それを考えて書く問題（第一回 三の問八） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
解答例  宮沢賢治は、生きていくために他の命を奪っていくことに疑問を持っている。 
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算数 
 

・ 分野について 

 ・解答方法について 

・時間配分について 
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・差のついた問題 
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6 × 6 × 3.14 × 10 ×
ଷ

ସ
+ 6 × 6 ×

ଵ

ଶ
× 10 = 1027.8 (𝑐𝑚ଷ)

2 × 6 × 3.14 ×
ଷ

ସ
× 10 + 1.4 × 6 × 10 = 366.6 (𝑐𝑚ଶ)
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社会 

・ 全体を通して 

 社会科は、歴史・地理・公民の３分野から出題されます。各分野ともに、学習項目のなかから

幅広く出題しますので、万遍なく学習することが必要です。 

 本校社会科の入試問題の特徴は、例年試験時間 40 分間で約 40 問と問題数が多かったため、

2022 年度入試からは若干問題数を減らしましたが、それでも問題数は少なくありません。一方

で、思考力を問う出題も増やしていますので、解答を導くために時間を必要とする問題もありま

す。したがって、効率よく解答していくことが大切です。たとえば得意な分野から解答を始める、

時間がかかりそうな問題は後回しにするなど、あらかじめ自分なりの解答のルールを決めておく

とよいでしょう。社会科の入試問題の傾向は、ここ数年大きくは変わっていませんので、過去の

入試問題を参考にして、得点率があがる解法をみつけだしてください。 

 ３分野のなかでは、公民分野で差がつきやすい傾向にあります。これは、公民は最後の大問と

して出題されているため、最初から解き始めた受験生のなかには公民の解答を始めた段階で残り

時間が限られている人がいるのに加えて、小学校６年次の学習分野にあたるため、学習の定着が

間に合わず成果をあげられにくい傾向にあり、また学習内容も制度などが中心となることから、

歴史・地理などと比べて抽象的な内容も多いため、十分な理解におよびにくいこともその要因と

いえます。 

 本校の入試においては、歴史・地理・公民各分野にまたがる総合問題での出題はありませんが、

文章や図・グラフ・写真などのいくつかの要素から判断して解答する問題も含まれています。こ

れは皆さんが日ごろから学習した理解度の他に、文章の読解力、資料への理解力や活用など、い

ろいろな能力を駆使して解答を導く問題です。この点についても、過去の入試問題を参考にして、

どのように解答を導けばよいかを、あらかじめ判断しておいてください。 
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・差のついた問題について 

〈歴史〉 第１回 １ 問４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この問題は、合格者の正解率は 68％ですが、不合格者は 44％と半分を割っており、その差は

24％と開きました。 

各選択肢の用語と内容の組合せを答える問題は、従来あまり出題していなかったために、受験生

が戸惑ったこともあるでしょうが、それ以外にも合否をわけた理由があります。 

１点目は、この出題方式にあります。各条約の内容をしっかりと理解していないと、解答できな

い出題だということです。各条約の説明は、実際にある他の条約の内容が記されています。たと

えば、アの「台湾を日本にゆずることを中国に認めさせた」は日清戦争の講和条約である下関条

約の内容です。ポーツマス条約は日露戦争の講和条約であるため、あいまいに学習していると混

同してしまうというわけで、各項目の十分な理解が前提となった問題というわけです。 

２点目は、明治以降の近現代史の問題ということです。幕末以降も含めた近現代史の問題は、そ

れ以前の時代の問題と比べて比較的正解率が低めで、差がつきやすい傾向にあります。この理由

の 1 つは、この時代は小学校６年生になってからの学習範囲のため、学習が計画通り進まず、仕

上がりが遅れる傾向にあるからです。他にも、幕末以降の歴史は、それ以前の時代の学習内容に

比べて、社会の発展などによって内容が複雑になり、細かい部分まで事象や流れを理解しなけれ

ばいけないなど、深い学習が求められるという点です。そのため、江戸時代以前の歴史と比べて

も、近現代史は難しく感じるはずです。本校では、このように第二次世界大戦後の現代史の問題

も出題します。その点も踏まえて早めに対策をたてましょう。 

最後は、外交史だということです。外国との関係を示す外交史・対外関係史は、他国の状況も把

握しなければいけないため、受験生にとっては苦手なテーマ史の１つです。この他にも、経済・

産業史・文化史などは差がつきやすいテーマ史なので、しっかりと理解を深めておくことが大切

です。 

この他にも、今回はそれほど差が開きませんでしたが、第１回１問９の時代の並べ替えも差がつ

きやすい出題形式です。歴史の流れを大切に学習してください。 
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〈地理〉 第２回 ２ 問７ 
 

 

 
この問題の正解率は 63％、合格者平均は 83%、不合格者平均が 59%と正解率の差は 24％となっ

ています。〈表〉には 3 つの港の輸入品もしくは輸出品の上位品目が載っています。この問題は

飛行機輸送と船舶輸送の特徴と各地域の工業の特徴を理解していないといけません。まず飛行機

輸送は輸出入ともに重量が軽く付加価値の高いものが取り扱われます。よって輸出入ともに高価

で軽いものがみられるＣが成田国際空港とわかります。続いて、Ｂでは自動車や自動車部品が上

位に来ることから自動車生産が有名な中京工業地帯の名古屋港だと判断できます。日本の重化学

産業は原料を輸入し、製品を輸出する特徴があるため、自動車があるⅡが輸出と判断できます。

参考書などでは工業、交通、貿易などがそれぞれ分かれて載っていますが、この問題はそれぞれ

の知識を組み合わせて解く構造になっています。分野を超えた知識を組み合わせる問題は地理で

はよくみられますので、日頃から過去問や問題集などで練習しましょう。 
社会科では、グラフや統計などの読み取りをして、正しい解答を導くことが求められます。特に

ここでは近年の貿易品や貿易総額の移り変わりが題材となっていますが、このような変動のある

データは、その年に起こった出来事と深い関連があります。2008 年のリーマンショック、2011
年の東日本大震災、2020 年の新型コロナウイルスの流行など、大きな出来事のあった年には、

統計が大きく変化する傾向があります。統計の推移を読み取るような問題では、その時期にあっ

た出来事とも関連させて、正解を考えること、日ごろの学習においては教科書や参考書の用語や

文面をただ覚えるのではなく、その内容を統計やグラフなどと照らし合わせて読み取っていくこ

とを心掛けてほしいと思います。 
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〈公民〉 … 第 1回 ３ 問３（２） 

 

 

合格者得点率 67％、不合格者得点率 42％と、合格者と不合格者で大きく差が開いた問題です。

この問題では、社会科の学習を単なる語句の暗記学習にしてしまっていた受験生と、しっかり考

えながら学習していた受験生の差が現れました。 

 この問題の正解は、ウ）です。ただし、ウ）が正文であること自体に確証が持てた受験生は合

格者のなかでも多くなかったのではないかと思います。文章の前半にある国税と地方税の定義は

覚えられていても、固定資産税がどちらに分類されるかまでを確実に暗記していることは難しか

っただろうと思われるからです。 

 そのため、この問題では、他の選択肢が誤文であることを判断できたかどうかが重要です。そ

の際、この問題の不正解答案としては、比較的イ）を選んだものが多かったです。このイ）の選

択肢が、合否の大きな分かれ目になったと思われます。イ）の選択肢は、累進課税の意味内容を

問うています。おそらく、多くの受験生が、選択肢文章の後半「収入が多い人ほど納税額が大き

くなる仕組みを累進課税という」ことが正しい内容であることは判断できたのではないかと思い

ます。累進課税という単語とその意味内容を、一問一答形式で暗記していれば分かることだから

です。しかし、この選択肢文は、文章の前半が誤りであるため誤文になります。累進課税では、

なぜ収入が多い人ほど納税額が大きくなるかと言えば、それは「収入が多い人ほど、ものを多く

買う」からではなく、「収入が多い人ほど、かけられる税率が上がる仕組みになっている」から

です。累進課税という言葉の意味だけを丸暗記することだけで満足することなく、「なぜそうな

るか？」というところまで考えながら学習できていたかどうか、がこの問題の正解不正解を分け

たと考えられるのです。 
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 公民分野で扱う制度や仕組みは、多くが私たち人間がつくったものです。そこには、「なぜそ

うなるのか？」「なぜそのような制度にしているのか？」といった理由があります。丸暗記では

なく、自分の頭でよく考えて、理解したことをほかの人に説明できるように、学習を進めてくだ

さい。 
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理科 

・ 全体を通して 

 中学１，２回入試いずれも生物・地学・化学・物理の４題構成になっています。生物・地学・

化学・物理がまんべんなく出題され、合格者平均の得点率は60％を超えることが多いです。よっ

て、極端な苦手分野があるとボーダーラインに届きにくくなりますので、各分野バランスよく学

習することが必要です。 

 

・ 差のついた問題について 

合格者と不合格者では、① 計算問題 ② 実験操作の意味や実験結果の考察を問う問題（選択、

記述） で差がつくことが多いです。ボーダー付近では特に① 計算問題が合否に大きく影響し

ています。 

1． ２段階以上にわたる計算問題やグラフや表から読み取った数値を用いて計算につなげる問題

でとても差がついています。 

2.  原理の説明や実験操作の意味、実験結果に関して考察させる問題は、一つ一つになぜそのよ

うな操作を行うのか、結果に対してなぜそのような考察を行うのかを日頃から意識して学習する

とよいでしょう。今年度入試のように選択式で問われたり、指定字数以内（10～50字程度）の記

述が要求されたりします。 

 

2025 年度入試で差がついた問題例【１】 …   現象の原理を説明する問題 

 第２回入試より ２(３) 

 

(3)  季節によって日の出・日の入りの位置や太陽の高さが変化するのは次の理由があるからです。

（ B ）にあてはまる文章を答えなさい。 

  地球の地軸が（ A ）面に立てた垂線に対して（ B ）、およそ１年に１回規則正しく太

陽のまわりをまわっているから。 

※  (1)で（ A ）に入る語句が“公転”であることが分かっています。 

 

【模範解答】 

23.4°傾いたまま 
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【考え方】 

地軸は、公転軌道面に垂直な軸に対して約 23.4 度傾いています。北半球では、夏には太陽に向

かって傾き、冬には反対に太陽から離れる方向に傾くことになるため、夏は太陽が北寄りに移動

し、冬は南寄りに移動します。また、夏は太陽高度が高く、冬は太陽高度が低くなります。 

 普段からなぜその現象が起こるのかを自分の言葉でまとめる練習を積むことがこの種の問題の

対策になるはずです。 
 

 

2025 年度入試で差がついた問題例  …   ２段階以上にわたる計算問題 

第１回入試より ３（３） 

 

 

 

 

 

 

 


